
川村俊蔵 ･東滋 ･和泉剛2)･伊藤美恵子2)

中村先攻を代表とする上記研究において,ニホソザル

･タヌキ ･キツネの研究を行ない,艮林菜との関係およ

び生態学的管理方法の研究を行なった｡またアカネズミ

･ヒメネズミについて同様な研究を行なった｡

紐 脱

1) 河合雅雄 (1974):動物社会における性の役割｡冨

田 3.(12).

2)Kawai.M.(1975):PreculturalBehaviorof

theJapaneseMonkey:HominizationundVer･

llalten,soれd.ausKurthundEibl･Eibesfeld,

GustavFischer,Stuttgart.

3) 鈴木 苑 (1974):にんげんとは何か｡にんげん首

料,5(12).'1516-1520.

4)究 泣 (1974):生態 ･自然保護｡霊長琉シl)-

ズ｡臨昧科学｡

5)来 校 (1974):けものからみた森｡林研｡

6)TR 滋 (1975):下北半島の ニホンザルーその生

活季節｡四手井網英嗣 もりのけもの (印刷中)｡

論 文

1) 川村政談 ･村松正敏 ･福田史夫 (1974):1973年秋

における小豆島のニホソザルの現状と問題点｡輔乳

蚊科学 28.29.'125-139.

2)Kawamura.S.(1975):Chap.3,PresentStautus

oftheFaunaandltsConservation.3-1,Mam-

mals.JIBPSynthesis,9:57-61.

3) 鈴木 苑 (1972):房総丘陵のニホソザル｡自然27

(10):96-101.

4)Suzuki,A.(1972):Ontheproblemsofthe

conservationoftheJapanesemonkeyonthe

Bosopeninsula,Japan.こPrimaics13(3):333
-336.

5) 森 梅代 (1974):串良に生息するニホンザル 自然

群におけるコドその遊びの仲間関係｡･人挟学雑誌,

82巻4号｡

報 告 そ の 他

1) 川村俊放 (1974):獣煩からみた大峯山脈｡吉野熊

野国立公園 ･大峯地区学術調査報告か,pp.29-44｡

奈良県｡

2) 山村故放 (1974):菅野旅野 国立公国地域の嘱乳杭

について｡菅野偽野国立公国学術調査報告｡pp.49

-56.日本自然保護協会 ･関西支部 ･資料 N0.5｡

3) 川村俊歳 ･和泉剛 ･雫石邦去 (1974):東 中国山地

のPAB乳炉に関する調査報告｡東中国山地自然環境調

2)研修員

査報告 pp.67-80｡兵庫県 ･岡山県 ･鳥取県｡

4) 川村俊蔵 ･和泉剛 (1974).･愛知県下の鴨乳杭の分

布に関する予察調査｡尾張バークウェイ建設予定地

域の自然環境調査報告容｡愛知県道路公社｡p.117

+地図17菜｡

5)東滋 ･伊藤徹魯 (1975):神崎川流域の晴乳動物｡

岐阜県環境局｡

6)東滋 ･伊藤徹魯 (1975):板昆谷の嘱乳動物.岐阜

県環境局｡

7)東泣 ･林勝治 (1975)::和良川流域の鵬乳動物.

岐阜県環境局｡

8)東滋はか (1975):ツキノワグマ調査報告 (1974年

度)手稿.岐阜県企画部｡

学 会 発 表

1) ゲラダヒヒの音声伝達と社会関係

河 合 雅 雄

節28回日本人杭学会日本民族学会迎合大会

(1974)

2)77I)カの熱帯林に於ける各位霊長杭の行動域につ

いて

鈴 木 苑

妨19回ブリマーチス研究会 (1975)

3)Social relations and behaviorof gelada

bab∞ns-Studiesofgeladasociety.

Mori,U.,& M.Kawai

5thCong.Int.Prim.Soc.(1974)

4) ゲラダヒヒの One･maleunitの社会僻造

森 松 代

筋28回日本人析学会日本民族学会迎合大会

(1974)

5)ThePresentSituationofJapaneseMo血eys

andConsiderationofTheirConservation.

S.Kawamura

5thCong.Int.Prim.Soc.(1974)

6) 下北半島におけるカモシカの生息新庄の変動 I,下

北半島西南部の場合

末 ･足沢 ･大竹 ･営木 ･森 ･和田

日本切乳動物学会 (1975)

変異研究部門

野沢 謙 ･江原昭善 ･和 田一雄

西都茄達 ･庄武孝義

研 究 概 要

1) ニホソザルの袋田退伝学的研究

野沢 鎌 ･庄武孝義
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ニホソザルの血液正白のft.!辺を支配する迫伝子の変輿

を屯気泳動法によって炊来し,郡内,郡Wの変爽性を定

皿化する｡昨年度までにニホソザル約40FF,総個体数約

1,500既の血絞試料 こついて.27孤の抗日のIlf･7出を交配

する計29遺伝子座の映紫なおこなった｡このデータをも

とにして,統計的放射を加え,繁軌岬位問の柘代の移111

入牢.迫伝的変界の散布花田などについて定皿的推定を

行い,こホンザルの柴狐ft.!速を郎明すべくYF深統行中で

ある｡

2)Macaca尻サルの系統的相互関係

野沢託 ･庄武孝義

ニホソザルを含むMacaca屈サル各種から採血をおこ

ない,上記 1)と同一の方法によって種内,桂問の迫伝

的変異性を定見化し,それら畦問の迫伝子柄成上の差を

退伝距離で袈現し,それに数丑分析学的手法を適用して

枝分れ図を描 く｡それにより税関の近縁関係,分化時間

の推定等をおこなう作菜を日下続行中である｡

3) ニホソザルの先天的四肢奇塾への迫伝学的アプロー

チ

野沢 放 ･庄武夢虫

ニホソザルの数多くの餌付け郡に多苑する先天的四肢

奇塾が迫伝的支配を受けているか否かを明らかにすべく

研究が統行されている｡封三田の奇型出現の家族災杭性の

データから統計迫伝学的手法を用いて退伝率の推定をお

こなう他,沃路島野泣公国の協力を待て,交配突放をお

こなっている｡

4) 家畜化現象と家畜系統史の研究

野沢 謙 ･庄式事説

在来詔家畜とそれらの野生原種の迫伝学的野外調査に

よって,家畜化現象そのものの袋田退伝学的郎明と,個

々の家畜伍内で地域班団問の退伝的分化の程度,系統的

相互関係の解明をおこなう｡この日的のために,1974年

秋に東京大学の文部省科研究による海外学術調査の隊員

として庄武がマレーシャ連邦に出張した｡

5) 泣F<m各分現群の形悠学的研究

江 原 昭 等

1.田部支持域ftL!の形態学的研究

四足性および舷幹直立性の霊長析各分界群について,

琉部と狙枠 (特に訊瓢)の位荘関係に大きな益のあるこ

とが柾駄的にも指摘できるが,宍際に斜台Clivusを正

三糾こ比較するとき,あまり大きな迫が認められない｡そ

して従来知られていない醐 部キフォーゼが哲過的に見

られることがわかった｡これらの特故を手がかりに,忠

長期各分析群の㍍部支持艶的な,形岱学的にさらに分析

を加えつつある.

2. 問顎骨にみられる形僻変爽

a.CcrcoがEhccidaeとCoZobl'daQにおける顎骨の成

F{の形暦的和}ETJt･については,すでに1974年度に指摘,発

表<してきたが (SELbgnathicとPrognathie),これらの

和只は問顎骨の形怨にも若nj)に認められる.現在このよ

うな視点からrTIT)訊Jl･の形悠変異について分析を進めてい

る｡

b.前TJ舟抹SPJ'nanasah'santerforの固定について

すでに皿r<m各郡と人m (化石人規を含む)とにおい

てSPinaTlaSaZisantm-or(-Tubcrculanasalia)と

の同泣研究完成し,人m学郊弧に投稿中｡

6) 志望‡A群総合調充の組純化

和 田 一 雄

われわれこれまでの生1ES研究成穴の上に生理 ･形怨 ･

柴田退伝 ･無紋生理等の謂分野から辞冷適応の宍倍を明

らかにする研究を組紙したが,その一部を分粒した｡

7)志rlC群の冬期の退勤

和 田 - 雄

志rl市原でもっともげrGの苅い地域に分布するC群の

先負 ･相生との関係を調光した｡同時にC群の探訪運動

にも加わった｡

8) ゼニガタアザラシの分布調光

7-tl EIl一 班
耶乳研研究グループ拓駄談話会の調光を分担した｡

9) 苅崎山生息ニホンザルの行動と個体群動態

四 郎 訳 述

行動研究についてはもっぱらここ数年とってきたデー

タの盤理を行った.個体郡動態については,生活史部門

の杉山串九九 大沢秀行Ee.共同研究員増井定一氏およ

び日本モンキーセソクーの木村光仲氏と共同でセンサス

を行なった｡現在非同調証印位の一部として高崎山ニホ

ンザル出田の10年間の社会変動について執蟹中である｡

10)アマゾソ上流域における広昇猿現の社会生倍学的研

究

西 邸 国 連

前回につづき1975年7月より約1年間,日本モソキー

七ソクー第3次南米調査隊に加わり,コPソビア国,カ

ケタ河の支流ベネジヤ川流域で,9屈10位のサルの調査

を行ない,とくにウ-I)-{･ソキーについてより兆巾的

な調充を行なう予定である.

紐 悦

1)野沢 陳 (1975):ニホソザルの柴田迫伝学,生物

科学27(1):43-51.

2)江原昭串 (1974):ホミニゼ～ショソ とは何か｡言

語 3(ll):

3)江原昭等 (1974):自己家畜化と人の進化｡言語 3

(12):

4)江原昭首 (1974):初期人柄の形位特徴とその適応
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的意義｡岩波 ｢生物科学｣26(4):169-174｡

5) 江原昭善 (1974):ゲラダヒヒについて｡平凡社ア

ニマ 19:22-23｡

6) 江原昭善 (1974):人析- ホモサビェ ソスへの道｡

NHKブックス.

7) 和田一雄 (1974):オットセイの起源に関する-読

論 (Ⅰ)｡海洋科学 6(11･12):

8) 和田一雄 (1975):オットセイの起掛 こ関する-読

論 (刀)海洋科学 7(1･2):

論 文

1) Nozawa,Hリ T.Shotake and Y.Ohkura

(1975):Bl∞d protein polymorpbisms and

populationstructureofthejapanesemacaque,

Macaca fuscatafuscata in lsozymes IV.

GeneticsandEvolution,ed.C.L Markert,

AcademicPress,pp.225-241.

2) Shotake,T.andK.Nozawa(1974):Genetic

polymorphismsinbloodproteinsinthetroops

ofjapanesemacaques.Macacafuscata:I.

Cytoplasmicmalatedehydrogenasepolymor-

phisminMacacafuscataandothernon-human

prlmateS.PTimates.15:219-226.

3) Shotake.T.(1974):Geneticpolymorphismsof

blood proteinsin the troops of Japanese

macaques,Macacafuscata:ⅠⅠ.Erythr∝yte

lactate dehydrogenase polymorphism in

Macacafuscata.Pyimafes,15:297-303.

4) Shotake,T.andY.Obkura(1975):Genetic

polymorphismsofbloodproteinsinthetroops

ofjapanesemacaques.Macacafuscata:Ill.

Erythrocyte carbonic anhydrase polymor-

phisminMacacafuscata.Primates.16:17122.

5) 江原昭苛 (1975):愛知県西春日井郡清洲町朝 日追

跡山土人′馴こついて｡愛知県教育委員会編｡

6) 山平 トモ ･江原昭善 (1975):ヒトを含む霊長塀手

串 ･足瓜の触覚神経終末 (特に Mei.en号r小体およ

びVater･Pacini小体)の分布密度の比較.岐阜大

･医学部紀要 23(1)0

7) 和田一雄 (1974):日本のラッコ･オットセイ狐託

の変遷と資況管理論の成立過程｡北海道史研究 3:

15-280

報 告 そ の 他

1) 西部鼠達 (1974):サルの コミュニケーション一生

態のはなし-エレクトロニクス,pP･1084-10880

学 会 発 表

1) 血液蛋白変異によるMacaca屈サルの超間比較｡

野沢 謙 ･庄武孝義 ･大倉よし子

北島正子 ･田名部雄一

第19回プリマーチス研究会 (1975)

2) Geneticvariationswithinandbetweentr∞ps

ofMacacafuscaia/uscata.

Nozawa,K..T.Shotake,Y.Ohkura.

M.KitajimaandY.Tanabe

5thCong.Inr.prim.Soc.(1974)

3) AfixedstateofthePGM量a11eleinthepopu･

1ationofMacacafuscatayakui.

Shotake,TりY.OhkuraandK.Nozawa.

5thCong.Int.Prim.S∝.(1974)

4) 1)スザル (SGimirisciurca)の血按蛋白TIの退伝

的変異

庄武挙式 ･大倉よし子 ･野沢 誹
餌19回プt)マーチス研究会 (1975)

5) 頭部支持践偶との関連からみた琉Ei部キ7,-ゼ

江 原 昭 手

折28回日本人焔学会 (1974)

6) 旧世界ザルの問説骨にみられる形態変苑

江 以 昭 笹

約19回プリマーチス研究会 (1975)

7) 志究A群の年間体盃変化 (予報)

和田一雄 ･常田英士 ･池田よし子

節19回プリマーチス研究会 (1975)

8) ThegroupcllaraCteristicsofw0011ymonkeys

(LagothrixZagothTica)intheupperAmazonian
basin.

AkisatoNishimura& Koseilzawa

5thCone.Int.prim.Soc.(1974)

生活研究部Fl

杉山率九 ･小山班樹

田中二郎 ･大沢秀行

研 究 概 要

1) ニホ./ザル個体群生態学的研究

杉山幸九 ･小山直樹 ･大沢秀行

1. 霊仙山生息ニホソザル地域個体群の動潜｡餌付け

を放棄した2つの野生群の全個体標識識別を遊脚 こ,

餌付け期間中と対比させながら人口学的研究を進めて

きた｡

2. 嵐山生息ニホンザルの個体群動態｡全個体に関す

る出産 ･死亡 ･離脱などの資料の収巣と分析をおこな

- 14-


